
県立と市立が分離

分離と、統合と改称と移転とが同時期

昭和18年『教育に関する戦時非常処置方策』

工業学校規程が廃止され、実業学校規程

国策で商業高校から工業高校の転換・廃止

神港商業学校（私立）

1907年（明治40年）

元町・走水神社付近

・市立移管

・市立第一神港商業学校

・市立神港商業高校

第二神港商業学校（市立）

1921年（大正10年）

会下山・現 神港高校

・夜間甲種商業学校

・市立神戸商業高校
・市立湊西高校

・摩耶高校（普通科）

第三神港商業学校（市立）

1923年（大正12年）

北長狭通・現 神戸生田中

市立女子商業学校

1917年（大正6年）

神港商業学校に併設

・第一女子商業学校

・市立神戸商業高校
・市立湊商業高等学校

・市立神港商業高校

市立松野実業学校

1938年（昭和13年）

松野通・旧・長田工高

神戸商業講習所

1878年（明治11年）

北長狭通4丁目・元町駅北側

・県立神戸商業学校（明治19年）

国内2番目の商業教育機関

日本最古の商業高校

・現・県立神戸商業高校
兵庫県神戸尋常中学校

1896年（明治29年）

葺合区二宮町・三宮駅北側

・兵庫県神戸中学校（中学校令M32)

・県立神戸中学校→一中

・現・県立神戸高校

兵庫県立工業学校

1902年（明治35年）

兵庫大開通・兵庫駅北側

・第二神戸工業学校、航空工業学校

県立第三神戸工業学校が設立され、

戦後統合して県立兵庫工業高校

神戸村野徒弟学校

1920年（大正9年）

現・村野工高の校地

1921年、村野工業学校（徒弟学校規

程から工業学校規程？）

市立灘商業学校（改称）

1942年（昭和17年）

市立商業拓殖学校

1943年（昭和18年）

市立造船工業学校（非常処置方策）

1944年（昭和19年）商業科から工業科へ転換

市立商業学校（統合）

1946年（昭和21年）

市立灘商業高校（新制）

1948年（昭和23年）

市立葺合高校（普通科新設）

1949年（昭和24年）

現・葺合高校の地

市立神戸商業高等学校（商業科のみ）

1951年（昭和26年）

旧・神戸大教育学部跡地

市立葺合高校（普通科のみ）

1951年（昭和26年）

現・葺合高校の地

兵庫県立神戸市立夢野台高等学校

1950年（昭和25年）

現・夢野高校

兵庫県立神戸市立夢野台高等学校

1950年（昭和25年）

現・夢野高校の地

市立神戸中学校

1939年（昭和14年）

現・葺合高校の地

市立第一中学校

1943年（昭和18年）

市立神戸高等学校（新制）

1948年（昭和23年）

現・夢野高校の地

県立夢野台高等学校

1948年（昭和23年）9月

県立第二神戸女子高等学校

1948年（昭和23年）4月

現・夢野高校の地

縣立第二神戸高等女學校

1925年（大正14年）

現 神戸高校敷地内

1927年（昭和2年）

現敷地に移転

市立第一工業学校（実業学校規程）

1943年（昭和18年）
（実業学校規程に基づく工業学校）

市立第一機械工業学校

1944年（昭和19年）

松野通

市立第一電気工業学校

1944年（昭和19年）

現・神港高校の地

市立第一工業学校

1946年（昭和21年)

現・神港高校の地

市立兵庫工業高校（新制）4月

1948年（昭和23年）
市立神戸工業高校（新制）4月

1948年（昭和23年）

市立神戸工業高校（統合）9月

1948年（昭和23年）

現・吉田中学校

昭和20年 終戦

昭和23年 新制高校

県立夢野台高等学校

1951年（昭和26年）

現・夢野高校

市立夢野台高校

1951年（昭和26年）

現・夢野高校

造船工業学校の生徒は、戦

後、戦時非常処置方策が無

効となった後、商業に戻っ

た生徒と、そのまま工業に

残った生徒と選択の余地が

あったようである。

「二種以上ノ實業學校ノ学科ヲ置ク學

校二関スル規程」に基づき尋常小学校

卒業が入学資格で2年の就業年限、工業

部（機械、電気、工芸）と商業部を持

つ。昭和13年3月31日、文部省令113号

 


